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この度は、皆さまのおかげをもちまして、このシンポジウムを成功
させることが出来ましたことを、最初に御礼申しあげます。
今回のシンポジウムでは、世界のトップをゆく先生方に講演をお願
いしたところ、全員の先生がシンポジウムの趣旨を高く評価され、喜
んでご出席いただきました。座長としてご協力いただいた方々も、本
来なら講演をお願いしたいほどの有識者の皆さまでした。
また、会場には産官学からそれぞれ多くの出席者の姿があり、中に
はホームページを見て参加の応募をしていただいた静岡県の高校生の
姿も見られました。このシンポジウムは、次の世代の人を育てる場、
科学という学問の素晴らしさに触れる場として大いに役立ったのでは
ないかと思います。例えば、野依教授は、カミンスキー教授の講演を

聞いたところ、あることを思いつかれ、当社の若
手研究者に声をかけられたそうです。その研究者
は研究のアプローチの仕方について野依教授から
貴重なアドバイスをいただき、大変な感動を受けたとのことです。
今回、ご参加いただいた皆さまも、様々な文化とふれあうことで多
くのことを吸収されたのではないかと思います。私は感銘を受けるよ
うな「良質の情報」が人を高め、人を育てると考えています。
今回の成功を足がかりに、世界中の研究者の交流の場として、是非
２回、３回と継続していければと考えております。
最後に改めまして、ご協力・ご参加いただいた皆さまに御礼申しあ
げます。

カミンスキー教授を始め、触媒の世界で
は伝説と言っても過言ではない方々の講演
を生で聞けて、本当に感激です。私は塗料
メーカーで研究をしてきましたので、今後
は塩素フリーのポリオレフィン開発に注目
していきたいと思っています。今回、三井
化学さんがこのようなシンポジウムを開催
されたことで、同じ化学系民間企業で働く
私は非常に励まされました。本当に感動し
ました。 （企業役員）

カミンスキー教授のメタロセン触媒に関
するお話は、重合の可能性を広げるもの。
とても興味を持って聞かせていただきまし
た。 （大学生）

これだけ有名な先生が集まるシンポジウ
ムは滅多にありません。私の場合は、専門
がポリマーなので、野依教授の「スーパー
クリティカル」の話は大変参考になりまし
た。今後もぜひ続けてほしいと思います。

（企業研究者）

ラジカル重合は非常に取り扱いにくい技
術だと思っておりましたので、マティャシ
ェフスキー教授の講演は非常に興味深く拝
聴しました。今回のシンポジウムは一つひ
とつの講演に十分な時間が取られ、また講
演者の皆さんもわかりやすい講演をしてく
ださったので、非常に有意義なイベントだ
ったと思います。 （業界団体関係者）

これほどの規模の大きなシンポジウムを
よくぞ開いてくれました。私の専門は化学
系ですが、今回ご招待をいただいて参加さ
せていただくことにしました。知識の幅を
広げるという意味では、とても参考になる
お話をたくさん聞くことができました。

（企業研究者）

これほどの第一線級の研究者が集まるイ
ベントを、企業が主催するということはこ
れまでなかったのではないでしょうか。内
容は非常に実用的な要素が含まれ、ここ10
年で重合触媒が化学産業のキーテクノロジ
ーとなってきていることを改めて実感しま
した。 （企業研究者）

ノーベル賞受賞者が2人もいらっしゃると
いうのはなかなかない機会で、シンポジウ
ムへの参加を心待ちにしていました。ポリ
オレフィン関連の仕事をしていますので、
カミンスキー教授の講演がとても参考にな
りました。 （企業研究者）

私はオレフィン重合を専門としておりま
すので、同じ分野のマークス教授のご講演
が印象に残っています。全体を見ても、運
営は行き届いていて、注文のつけ所はない
に等しいですね。 （企業研究者）

なかなか市場環境が好転しないなかで、
一企業でこれほどの規模のシンポジウムを

僕は今高校一年生で、将来は理学関
係の大学に進みたいと思っています。
ある日、父からこのシンポジウムのこ
とについて話があり、参加してみるこ
とにしました。 講演は全て英語で行わ
れたこともあり、理解するのが難しい
ものもありました。その中でも野依教
授の基調講演はわかりやすく、ために
なりました。今回は静岡から参加した
のですが、シンポジウムの雰囲気に触
れられたのは良い経験になりました。
第２回、第３回のシンポジウムに参加
して、もっと色々吸収したいと思いま
した。また、僕らのような高校生を対
象にした化学のシンポジウムがあれば
もっと化学が身近に感じられて良いの
では？とも感じました。

静岡県立清水東高校　
理数科　原　裕訓さん

高校生として唯一参加された

原裕訓さんにもお話を伺ってみました。

良質な情報が「人」をつくる
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会場のみなさんにお聞きしました
Vo i ce

開催したことには驚き、感動しています。
もちろん内容もすばらしいですが、スタッ
フの皆さんの、参加者にこの2日間を楽し
んでもらえるようがんばっている姿も好印
象を覚えました。ホスピタリティーを感じ
ます。 （業界団体関係者）
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